
特別編集

ビジネスを成功に導くための
コンピュータ選びと活用法

Macガイド
企業のための
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ゼロタッチ導入で全社Mac化を実現！
ソフトバンクロボティクスのIT環境整備術

「Pepper」をはじめとする業務用ロボットの企画・販売・運用を手がけるソフトバンクロボティクス株式会社では、2021年から業
務端末として本格的にMacを導入。MDMを活用したゼロタッチ導入を実現し、グローバル全体での管理体制を効率化しています。
Mac導入の背景と展開のプロセス、Windows PCとの併用について、プロダクト統括 技術本部の渡邉邦尚さんに伺いました。

INTERVIEW

全
社
員
に
M
a
c
を
一
括
展
開

M
F
●
ま
ず
、
M
a
c
導
入
前
の

社
内
P
C
環
境
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

渡
邉
●
以
前
は
、
ウ
ィ
ン
ド

ウ
ズ
と
M
a
c
が
混
在
す
る

C
Y
O
D
（C

h
o
o
se Y

o
u
r 

O
w
n D

evice

）
型
の
環
境
で

し
た
。
2
0
2
1
年
に
M
D
M

ツ
ー
ル
「
ジ
ャ
ム
フ
（Jam

f

）
」

を
導
入
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

ア
ッ
プ
ル
製
品
の
一
括
管
理
に
よ

る
運
用
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
全
体
で
約

8
0
0
台
の
M
a
c
が
稼
働
し
て

お
り
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
P
C
は
約

1
0
0
〜
1
5
0
台
程
度
。
全
社

員
の
8
割
以
上
が
M
a
c
を
利
用

し
て
い
ま
す
。

M
F
●
M
a
c
一
括
導
入
に
踏
み

切
っ
た
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な

課
題
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

渡
邉
●
以
前
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
環

境
で
は
、
1
台
あ
た
り
の
手
動

キ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
約
4
時
間
も
か

か
っ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
海
外

拠
点
の
拡
大
に
伴
い
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
統
一
や
運
用
コ

ス
ト
の
最
適
化
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ジ
ャ
ム
フ
に

渡
邉
●
主
に
「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

3
6
5
（M

icrosoft 365

）
」

を
利
用
し
て
お
り
、
開
発
チ
ー

ム
で
は
「
ブ
イ
エ
ス
コ
ー
ド

（V
S
C
ode

：V
isual S

tudio 

C
ode

）
」を
使
用
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
は
、「
ノ
ー

シ
ョ
ン
（N

otion

）
」
な
ど
の
ナ

レ
ッ
ジ
共
有
ツ
ー
ル
も
活
用
し
て

い
ま
す
。

M
F
●
そ
の
ほ
か
、
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
ツ
ー
ル
な
ど
の
導
入
状
況
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

渡
邉
●
現
在
は
、
メ
モ
リ
16
G
B

を
搭
載
し
た
M
a
c
B
o
o
k
エ

ア
を
基
本
モ
デ
ル
と
し
て
い
ま

す
。
ス
ト
レ
ー
ジ
は
こ
れ
ま
で

2
5
6
G
B
が
標
準
で
し
た
が
、

今
後
導
入
予
定
の
モ
デ
ル
か
ら
は
、

M
4
チ
ッ
プ
搭
載
、
5
1
2
G
B

の
ス
ト
レ
ー
ジ
に
切
り
替
わ
る
予

社
員
へ
の
教
育
や
サ
ポ
ー
ト
体
制

は
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
ま
し
た

か
？

渡
邉
●
導
入
初
期
に
は
「
M
a
c

の
操
作
が
不
安
」
と
い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
M
a
c
の
基
本

操
作
や
社
内
ア
プ
リ
の
使
用
方
法

を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
を
配
付
し
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
実
施
し

ま
し
た
。
加
え
て
、
社
内
問
い
合

わ
せ
対
応
の
負
担
軽
減
を
目
的
と

し
て
、
よ
く
あ
る
質
問
を
ま
と
め

た
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
型
の
ナ
レ
ッ

ジ
ベ
ー
ス
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

M
F
●
導
入
後
の
社
員
の
反
応
は

い
か
が
で
し
た
か
？

渡
邉
●
導
入
当
初
は
多
少
戸
惑
い

の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に

「
起
動
が
速
い
」「
バ
ッ
テ
リ
が
長

持
ち
す
る
」
な
ど
、
M
a
c
の
利

便
性
を
評
価
す
る
声
が
増
え
て
い

き
ま
し
た
。
今
で
は
「
も
う
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
に
は
戻
れ
な
い
」
と
言

う
社
員
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
環
境
も
確
保

M
F
●
業
務
に
よ
っ
て
は
ウ
ィ
ン

ド
ウ
ズ
ア
プ
リ
の
使
用
も
必
要
か

と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
対

応
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

チ
ー
ム
と
協
力
し
、
常
に
最
新
の

O
S
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
対
象
と
し
た

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
定
義

し
、
全
管
理
端
末
へ
配
付
・
監
視
を

行
う
こ
と
で
社
内
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

M
F
●
管
理
者
視
点
で
M
a
c
導

入
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
し
ょ
う
。

渡
邉
●
M
a
c
は
初
期
構
成
や
リ

モ
ー
ト
管
理
の
柔
軟
性
が
非
常
に

高
く
、
設
定
の
一
括
配
信
や
ゼ
ロ

タ
ッ
チ
展
開
な
ど
が
し
や
す
い
点

が
魅
力
で
す
。
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
で

も
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

M
a
c
は
よ
り
シ
ン
プ
ル
か
つ
強

力
に
実
現
で
き
ま
す
の
で
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
保
ち
つ
つ
管
理
工

数
を
か
け
た
く
な
い
企
業
に
は
特

に
お
す
す
め
で
す
。

M
F
●
今
後
の
M
a
c
活
用
や
運

用
体
制
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

渡
邉
●
今
後
は
、
ユ
ー
ザ
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
対
応
の
自
動
化
や
、

ア
ッ
プ
ル
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

（A
pple Intelligence

）
の
活

用
に
も
注
目
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

M
a
c
と
i
P
h
o
n
e
を
軸
に
し

た
ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
環
境
の
強
化
に

も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
予

定
で
す
。

定
で
す
。
ま
た
、
業
務
内
容
に

よ
っ
て
高
ス
ペ
ッ
ク
な
端
末
が
必

要
な
社
員
に
つ
い
て
は
、
個
別
申

請
の
う
え
上
位
モ
デ
ル
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

M
F
●
M
a
c
で
利
用
す
る
業
務

ア
プ
リ
の
一
例
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

渡
邉
●
会
計
管
理
や
ロ
ボ
ッ
ト

制
御
な
ど
、
一
部
の
業
務
で
は

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
ア
プ
リ
が
必
須

で
す
。
そ
の
た
め
、
仮
想
化
ソ

フ
ト
の
「
パ
ラ
レ
ル
ス
・
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
（P

arallels D
esktop 

for M
ac

）
」
を
導
入
し
、
A
r
m

版
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
を
仮
想
環
境
と

し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
従
来
は

別
の
仮
想
化
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

使
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
観

点
か
ら
パ
ラ
レ
ル
ス
へ
と
移
行
し

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

M
F
●
仮
想
環
境
の
管
理
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

渡
邉
●
パ
ラ
レ
ル
ス
上
の
ウ
ィ
ン

ド
ウ
ズ
環
境
は
「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
・
イ
ン
チ
ュ
ー
ン（M

icrosoft 

Intune

）
で
一
括
管
理
し
て
い
ま

す
。
物
理
的
な
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
端

末
と
同
じ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
を
適
用
で
き
る
た
め
、
社
内

運
用
ル
ー
ル
を
統
一
で
き
る
点
が

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

M
F
●
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
の
工

夫
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

渡
邉
●
ア
ッ
プ
ル
製
品
は
M
D
M

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
り
柔
軟
な
制
御
が
可
能
で

す
。
弊
社
で
も
社
内
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

よ
る
ゼ
ロ
タ
ッ
チ
導
入
に
よ
っ
て
、

m
a
c
O
S
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、
社

内
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
の
負
担
軽
減
も

実
現
で
き
ま
し
た
。

M
F
●
現
在
の
M
a
c
端
末
の
ス

ペ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
？

渡
邉
●
必
要
最
低
限
の
ツ
ー
ル
は

キ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
段
階
で
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
て
い
ま
す
が
、
ジ
ャ
ム

フ
の
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
機
能
を

使
っ
て
、
社
員
が
必
要
な
ツ
ー
ル

を
自
分
で
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
部
門
と
連
携
し
て
、

禁
止
ア
プ
リ
を
事
前
に
定
義
し
て

お
り
、
不
正
な
ア
プ
リ
が
検
出
さ

れ
た
場
合
は
遠
隔
で
削
除
を
行
っ

て
い
ま
す
。

M
F
●
M
a
c
導
入
に
あ
た
っ
て
、

ソフトバンクロボティクス株式会社
プロダクト統括 技術本部 技術戦略統括部 技術企画室 室長 渡邉邦尚さん

ソフトバンクロボティクス株式会社
ソフトバンクロボティクス株式会社は、2014年にい
ち早く人型ロボット「Pepper」を発表し、2021年に
配膳・運搬ロボット、2022年に物流自動化ソリューショ
ンの展開を開始しています。これまでの多様な製品の
取り扱いを通じて得た知見や稼働データを活かし、ロ
ボットインテグレーター（RI）として先駆的な役割を果
たしています。現在、世界9カ国に21の拠点を構え、
グローバルでも製品を展開し、人とロボットが共生する
社会に向けて邁進していきます。
A https://www.softbankrobotics.com/jp/

MDMを経由したゼロタッチ
キッティングにより、Macの
全社展開をスムースに実現
しました。Macならではの
速い起動やバッテリ持続性
などが従業員から好評です。

「Parallels Desktop」の導
入で、一部の業務で必要な
Windows向けアプリも効率
的に利用できる環境が整い
ました。
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「ビジネスは絶対Windows」、そんな誤解をしていませんか？
Macの導入は企業にさまざまなメリットをもたらします!

Macがビジネスに適している10の理由

ソフトバンクロボティクス株式会社z 2P

Mac導入企業インタビュー

現在、Macを導入する企業がどんどん増えています。「えっ、仕事にMac」と驚く人がいるかもしれませんが、今のMacはビジネス
の現場においてさまざまな面でWindows PCよりも優れたパフォーマンスを発揮します。もし未だに「Macはビジネスに向かない」
と思っているならば、そうした勘違いを今すぐ払拭しましょう。これから解説する「なぜビジネスにMacが最適なのか」の10の理由、
そしてMac導入企業の事例を知れば、あなたの企業でもきっとMacを導入したくなるはずです。

全
機
種
が
業
務
利
用
に
最
適

業
務
用
パ
ソ
コ
ン
を
企
業
導
入

す
る
際
、
I
T
担
当
者
に
と
っ
て

悩
み
の
種
と
な
る
の
が
機
種
選
定

で
す
。
統
一
し
た
ス
ペ
ッ
ク
の
も

の
を
一
括
導
入
で
き
る
な
ら
負
担

は
少
な
く
な
り
ま
す
が
、
た
い
て

い
の
場
合
は
社
内
業
務
を
洗
い
出

し
て
部
署
ご
と
に
最
適
な
モ
デ
ル

を
、
時
に
は
複
数
の
メ
ー
カ
ー
か

ら
選
定
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
た
く
さ
ん
の
メ
ー
カ
ー
か
ら

多
種
多
様
な
モ
デ
ル
が
リ
リ
ー
ス

さ
れ
て
い
る
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
P
C

の
場
合
、
ス
ペ
ッ
ク
や
使
い
や
す

さ
、
コ
ス
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
項

目
を
比
較
検
討
し
て
選
び
出
す
に

は
労
力
が
か
か
り
が
ち
で
す
。

一
方
の
M
a
c
は
ア
ッ
プ
ル
社

に
は
14
イ
ン
チ
6
モ
デ
ル
、
16
イ

ン
チ
4
モ
デ
ル
）
を
絞
り
込
ん
で

い
け
ば
い
い
の
で
す
。

変
わ
ら
な
い
使
用
感

こ
う
し
た
機
種
選
定
の
し
や
す

さ
は
、
端
末
調
達
時
だ
け
で
な
く
、

リ
プ
レ
ー
ス
時
に
も
メ
リ
ッ
ト
を

も
た
ら
し
ま
す
。
以
前
の
選
定
機

種
で
問
題
が
な
け
れ
ば
、
ベ
ン

ダ
ー
や
機
種
選
び
に
時
間
を
か
け

る
こ
と
な
く
、
最
新
型
を
購
入
す

れ
ば
済
む
か
ら
で
す
。

ま
た
、
端
末
リ
プ
レ
ー
ス
時
に

ユ
ー
ザ
の
使
い
勝
手
が
大
き
く
変

わ
ら
な
い
点
も
M
a
c
の
大
き
な

魅
力
で
す
。
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
P
C

は
ベ
ン
ダ
ー
や
モ
デ
ル
に
よ
っ
て

使
い
方
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
M
a
c
は
た
と
え

最
新
型
を
導
入
し
て
も
、
別
の
モ

デ
ル
に
変
更
し
た
と
し
て
も
ユ
ー

ザ
ビ
リ
テ
ィ
が
一
貫
し
て
い
る
た

め
、
従
業
員
に
余
計
な
学
習
コ
ス

ト
を
生
じ
さ
せ
ま
せ
ん
。
端
末
の

リ
プ
レ
ー
ス
や
万
が
一
の
故
障
時

に
代
替
機
を
渡
し
て
も
、
ユ
ー
ザ

が
迷
わ
ず
に
使
え
る
こ
と
は
、
業

務
の
生
産
性
の
面
で
大
き
な
価
値

を
も
た
ら
し
ま
す
。

か
ら
し
か
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
お
ら

ず
、
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
シ
ン
プ
ル
、

か
つ
す
べ
て
の
モ
デ
ル
が
業
務
利

用
に
十
分
な
性
能
を
備
え
る
た
め
、

機
種
選
定
し
や
す
い
の
が
メ
リ
ッ

ト
で
す
。
現
在
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て

い
る
の
は
、
M
a
c
B
o
o
k
エ
ア
、

M
a
c
B
o
o
k
プ
ロ
、
i
M
a
c
、

M
a
c
ミ
ニ
、
M
a
c
ス
タ
ジ
オ
、

M
a
c
プ
ロ
の
6
機
種
。
今
は
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
働
き
方
の
多
様

化
に
対
応
す
る
た
め
に
ノ
ー
ト

ブ
ッ
ク
を
貸
与
す
る
こ
と
が
主
流

な
の
で
、「
M
a
c
B
o
o
k
エ
ア

か
、
M
a
c
B
o
o
k
プ
ロ
か
」
を

ま
ず
は
判
断
し
、
そ
の
う
え
で
ス

ペ
ッ
ク
や
コ
ス
ト
に
応
じ
て
モ
デ

ル
（
M
a
c
B
o
o
k
エ
ア
に
は
13

イ
ン
チ
3
モ
デ
ル
／
15
イ
ン
チ
3

モ
デ
ル
、
M
a
c
B
o
o
k
プ
ロ

MacBook Air
13インチ：16万4800円～
15インチ：19万8800円～

MacBook Pro
14インチ：24万8800円～
16インチ：39万8800円～

iMac
19万8800円～

INTRODUCTION

Lineup

z 5P

1
Macはラインアップがシンプルで機種
選定がしやすいため、比較検討に労力
がかかりません。端末のリプレースや
故障時にも交換しやすく、ユーザの使
い勝手も変わりません。

Performance

z 6P

2
Appleシリコンを搭載したMacは、か
つてないほど高性能でバッテリも長持
ち。同等スペックのWindows PCと比
較しても動作は軽快で、AI処理も高速
にこなします。

Cost

z 7P

3
「Macは高価」は幻想です。Macの端末
価格は「AI PC」と呼ばれるWindows 
PCとほとんど変わりません。また、「総
所有コスト」で見ればMacのほうが実
は安価です。

Macを選ぶ理由❶　Lineup

Engagement

z 8P

4
「従業員選択制」を導入してMacも使え
るようにすれば、従業員の生産性や満
足度、ロイヤリティが向上します。人
材の定着化や優秀な人材獲得にもつな
がります。

Continuity

z 9P

5
Apple製品はデバイス間の連係に優れ
ます。MacとiPhone ／ iPadを連係
させれば、より素早くタスクを片づけ
ることが可能。従業員のパフォーマン
スがさらに高まります。

Security

z 10P

6
MacそしてmacOSには、強固なセ
キュリティ機能が搭載されています。
Windows PCと比較してセキュリティ
リスクが低く、データ侵害が削減され
た例もあります。

Apps

z 11P

7
Macの標準アプリはビジネスにも威
力を発揮し、App Storeには仕事の
ためのアプリが豊富に存在します。そ
もそもクラウドサービスならプラット
フォーム問わず使えます。

Windows

z 12P

8
もしMac非対応のアプリがあっても、
MacではWindows OSも動きます。
MicrosoftがAppleシリコン搭載Mac
でWindows 11を実行する方法を認定・
紹介しています。

Service

z 13P

9
AppleはIT管理者が効率的にMacを企
業導入するためのソリューションを用
意しています。Windows PCとの混在
環境でも「ゼロトラスト」をしっかり構
築できます。

AI

z 19P

10
AppleのAI機能「Apple Intelligence」が日本語環境にも対応。
普段の業務で自然に使えるから仕事がもっと捗ります。セ
キュリティとプライバシーの高さも強みです。

Macは
ラインアップが
シンプル、
機種選定が
しやすい。

ノートブックならAirかProか、
たったそれだけ！

クリエイティブ職向けに、あえて持ち運びしやすい14インチMacBook 
Proを選択し、会社では外付けディスプレイに接続してデュアルディスプレイ
を利用している企業もあります。

実際にMacを導入する企業のほとんどは、
一般職向けにはもっとも安価な13インチ
MacBook Air（画面サイズを重視する場
合は15インチ）、クリエイティブ職向けには
CPUやGPU、メモリの性能がより優れた14
インチまたは16インチのMacBook Pro（必
要に応じてメモリ量等をカスタマイズ）、デス
クトップを希望する場合は、ディスプレイ一体
型のiMac（4モデル）を選ぶ傾向にあります。
ディスプレイが付属されないMac mini、ワー
クステーション並みの処理性能を備えたMac 
StudioやMac Proは、一般的な企業では一
部の限られた用途向けです。

MacBook AirやMac 
Book Pro、iMacは、
ほぼ毎年または1年お
きに同じ名称で新モデ
ルが発売されます。仕
様がアップデートされた
としても、全体的な使い
勝手が変わることはなく、
リプレースの際もスムー
スに使い始められます。

デスクトップ ノートブック

本冊子は『Mac Fan 2025年7月号』の特集記事抜き刷りです。
記事の無断転載・転用・複写を禁じます

株式会社マイナビ出版 Mac Fan編集部
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「
M
a
c
は
高
価
」と
い
う
幻
想

端
末
価
格
は
業
務
用
パ
ソ
コ
ン

を
選
定
す
る
際
の
重
要
な
フ
ァ
ク

タ
で
す
。
事
務
作
業
向
け
の
ノ
ー

ト
ブ
ッ
ク
の
相
場
は
10
〜
15
万
円

と
さ
れ
ま
す
が
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

構
成
の
異
な
る
多
種
多
様
な
機
種

が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
ウ
ィ
ン

ド
ウ
ズ
P
C
の
場
合
、
利
用
頻
度

や
ス
ペ
ッ
ク
次
第
で
は
よ
り
安
価

に
購
入
で
き
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

M
a
c
B
o
o
k
エ
ア
の
価
格
は

16
万
4
8
0
0
円
か
ら
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
点
だ
け
を
見
れ
ば
初

期
導
入
コ
ス
ト
は
一
見
高
く
な
る

よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

し
か
し
、
端
末
の
選
定
は
企
業

の
I
T
投
資
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス

に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
特
に

性
能
と
電
力
効
率
を
両
立

M
a
c
を
企
業
導
入
す
る
最
大

の
魅
力
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
の
が
、「
ア
ッ
プ
ル（A

pple

）

シ
リ
コ
ン
」
の
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
す
。
2
0
2
0
年
の
M
1

チ
ッ
プ
発
表
時
は
イ
ン
テ
ル
製

C
P
U
を
搭
載
し
た
M
a
c
と
比

較
し
て
C
P
U
は
最
大
3.5
倍
高
速
、

G
P
U
は
最
大
6
倍
高
速
、
機
械

学
習
（
M
L
）
機
能
は
最
大
15
倍

高
速
と
い
う
脅
威
の
性
能
が
大
き

な
話
題
に
な
り
ま
し
た
（
当
時
最

新
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
ノ
ー
ト

ブ
ッ
ク
P
C
と
比
較
し
た
際
の

C
P
U
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
2

倍
）。
最
大
10
コ
ア
の
C
P
U
と

G
P
U
を
採
用
し
、
最
大
32
G
B

の
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
メ
モ
リ
に
対
応

に
左
右
さ
れ
る
た
め
一
概
に
安
価

な
端
末
が
悪
い
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
今
の
時
代
は
多
く
の
企
業
に

と
っ
て
端
末
コ
ス
ト
が
M
a
c
導

入
の
障
壁
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

T
C
O
で
は
M
a
c
が
優
位

ま
た
本
来
、
業
務
用
パ
ソ
コ

ン
の
導
入
は
端
末
（
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
）
の
価
格
だ
け
で
判
断
す
べ

き
で
は
な
く
、
O
S
や
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
、
周
辺
機
器
、
サ
ー
ビ

ス
、
運
用
・
保
守
・
サ
ポ
ー
ト
な

ど
を
含
め
た
「
総
所
有
コ
ス
ト

（
T
C
O
）
」
で
考
え
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
し
て
こ
の
観
点

か
ら
比
較
す
る
と
、
実
は
M
a
c

の
ほ
う
が
安
価
で
あ
る
と
い
う

調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

（Forrester C
onsulting

）
社

が
2
0
2
4
年
に
発
表
し
た
調
査

に
よ
る
と
、
M
a
c
を
5
年
間
使

用
し
た
際
は
1
台
あ
た
り
5
4
7

ド
ル
（
8
万
3
0
0
0
円
）
削
減

可
能
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
特
に

M
a
c
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
P
C

と
比
べ
て
「
残
存
価
値
」
が
高
く
、

リ
セ
ー
ル
バ
リ
ュ
ー
が
高
い
点
が

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
P
C
よ
り
も
軽
快

に
動
作
し
、
業
務
効
率
が
高
ま
っ

た
と
い
う
声
が
上
が
り
ま
す
。

ま
た
、
優
れ
た
電
力
効
率
も

ア
ッ
プ
ル
シ
リ
コ
ン
な
ら
で
は
の

大
き
な
特
徴
で
す
。
M
4
チ
ッ

プ
を
搭
載
し
た
M
a
c
B
o
o
k

エ
ア
は
、
最
大
18
時
間
（
ビ
デ
オ

ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
）
の
バ
ッ
テ
リ

駆
動
時
間
を
実
現
。
外
出
の
多
い

営
業
職
は
も
ち
ろ
ん
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
す
る
際
も
電
源
コ
ン
セ
ン

ト
の
あ
る
場
所
を
探
し
た
り
、
電

源
ア
ダ
プ
タ
を
持
ち
歩
い
た
り
す

る
こ
と
な
く
、
1
日
中
作
業
で
き

ま
す
。

A
I
や
機
械
学
習
に
も
最
適

さ
ら
に
、
ア
ッ
プ
ル
シ
リ
コ
ン

搭
載
M
a
c
は
「
オ
ン
デ
バ
イ
ス

で
の
高
速
な
機
械
学
習
」
を
念
頭

に
置
い
て
設
計
さ
れ
て
い
る
点
も

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
チ
ッ
プ

内
に
は
機
械
学
習
の
演
算
処
理
に

特
化
し
た
「
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
エ
ン

ジ
ン（N

eural Engine

）」が
搭

載
さ
れ
、
M
4
チ
ッ
プ
で
は
毎
秒

38
兆
回
と
い
う
驚
異
的
な
演
算
処

理
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

A
11
バ
イ
オ
ニ
ッ
ク
（
2
0
1
7

年
の
i
P
h
o
n
e 

8
等
に
搭

載
）
に
搭
載
さ
れ
た
初
の
ニ
ュ
ー

ラ
ル
・
エ
ン
ジ
ン
と
比
べ
て
60
倍

高
速
、
M
1
チ
ッ
プ
（
毎
秒
11
兆

回
）
と
比
べ
て
約
3.5
倍
高
速
で
す
。

ま
た
、
チ
ッ
プ
内
に
は
M
L
ア
ク

セ
ラ
レ
ー
タ
が
設
け
ら
れ
、
高
性

能
G
P
U
や
高
い
帯
域
幅
の
ユ
ニ

フ
ァ
イ
ド
メ
モ
リ
と
連
係
し
て
、

大
規
模
言
語
モ
デ
ル
（
L
L
M
）

や
A
I
機
能
の
処
理
に
優
れ
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
ま
す
。

A
I
の
処
理
を
ロ
ー
カ
ル
で
行

う
「
A
I
対
応
P
C
」
が
ビ
ジ
ネ

ス
の
現
場
で
も
主
流
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
中
、
A
I
の
た
め

の
パ
ワ
フ
ル
な
チ
ッ
プ
を
搭
載
し

た
M
a
c
は
、
そ
の
筆
頭
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
の
で
す
。

近
年
は
在
宅
勤
務
や
D
X
推
進
に

よ
っ
て
法
人
向
け
パ
ソ
コ
ン
の
高

性
能
化
か
つ
薄
く
て
軽
い
ポ
ー
タ

ブ
ル
化
が
進
ん
で
お
り
、「
A
I 

P
C
」
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
で

は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
P
C
で
も
15
万

円
を
超
え
る
機
種
が
存
在
し
ま
す
。

実
際
に
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
P
C
と

M
a
c
を
導
入
す
る
企
業
に
話
を

聞
く
と
、
同
じ
ス
ペ
ッ
ク
で
揃
え

る
な
ら
「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
P
C
も

M
a
c
も
変
わ
ら
な
い
、
ほ
ぼ
同

じ
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

こ
う
し
た
企
業
に
共
通
し
て
い

る
の
は
、
従
業
員
が
最
大
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る
環

境
を
で
き
る
限
り
提
供
し
よ
う
と

い
う
考
え
方
で
す
。
従
業
員
の
業

務
内
容
や
経
営
層
の
考
え
方
な
ど

す
る
最
新
の
M
4
チ
ッ
プ
で
は
さ

ら
に
性
能
が
向
上
し
、
M
4
搭

載
M
a
c
B
o
o
k
エ
ア
は
M
1
モ

デ
ル
よ
り
も
最
大
2
倍
高
速
で

す
（
最
速
の
イ
ン
テ
ル
ベ
ー
ス
の

M
a
c
B
o
o
k
エ
ア
と
比
較
し

た
場
合
は
最
大
23
倍
高
速
）。

こ
の
最
先
端
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
発
揮
す
る
M
シ
リ
ー
ズ
は

M
a
c
の
シ
ス
テ
ム
に
最
適
化
さ

れ
て
お
り
、
業
務
利
用
に
お
い
て

も
実
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
動
作
と
マ

ル
チ
タ
ス
ク
を
実
現
し
ま
す
。
実

際
に
M
a
c
を
導
入
し
た
企
業
に

話
を
聞
く
と
、
ア
プ
リ
の
起
動
時

間
や
レ
ス
ポ
ン
ス
、
ビ
デ
オ
会
議

し
な
が
ら
の
作
業
、
重
た
い
ス
プ

レ
ッ
ド
シ
ー
ト
を
開
く
と
き
な
ど

日
常
業
務
の
さ
ま
ざ
ま
な
タ
ス
ク

に
お
い
て
、
ス
ペ
ッ
ク
が
同
等
の

Macを選ぶ理由❸　Cost Macを選ぶ理由❷　Performance

総所有コストは
Windows PC
より安価。
残存価値が高い。

Windows PC
よりサクサク動く。
AI PCにも最適！

長く使える設計だから
未来の投資へつながる

購入時の総支払額を下げる
「Apple Financial Services」

Appleシリコンの
脅威のパワーとバッテリ性能

Appleは、2020年後期に
発売されたMacの一部モデ
ルから、Intel製プロセッサ
を自社設計の「Appleシリコ
ン」へ移行開始。現在はすべ
てのMacに搭載されていま
す。Mac向けのAppleシリ
コンの名称には「M」が冠さ
れ、2020年に登場した初
代M1を経て、現在は第4世
代目のM4がリリースされて
います。

MacのTCOに関しては、Forrester Consulting社が詳しい調査レ
ポート「The Total Economic Impact Of Mac In Enterprise」を
公開しています。Macを5年間導入したときのサポート＆運用コストは
約3分の1、また4年間使用後の端末の残存価値はWindows PCの
3倍と記載されています。
A https://tei.forrester.com/go/apple/tei/?lang=ja-jp

A https://www.apple.com/jp/financing/

MacBook 
Air

Surface 
Laptop

（第7世代）

Acer Swift 
Go 14

Dell 
Inspiron 13

Dell 
Inspiron 13

ThinkBook 
13x Gen 4

HP Envy 
x360 14-fc

チップ M4
Snap

dragon X 
Plus

インテル 
Core Ultra 
7 プロセッ
サー 155H

インテル
Core Ultra 
7 プロセッ
サー 155H

インテル 
Core Ultra 
5 125H

インテル 
Core Ultra 
5 125H

インテル
Core Ultra 
7 プロセッ
サー 155U

ディスプレイ 13インチ 13.8インチ 14インチ 13.3インチ 13.3インチ 13.5インチ 14インチ
CPU 10コア 10コア 16コア 16コア 14コア 14コア 12コア
GPU 8コア 8コア 8コア 7コア 7コア 4コア
メモリ 16GB 16GB 32GB 16GB 16GB 16GB 16GB

ストレージ 256GB SSD 256GB SSD 512GB SSD 1TB SSD 512GB SSD 1TB SSD 512GB SSD

価格 16万4800
円

20万7680
円

19万5999円
（Acer 公式
オンラインス
トア価格）

16万7654円
（Dell公式ス
トア価格）

12万2386円
（Dell公式ス
トア価格）

16万4890円
（Lenovoス
トア価格）

16万2800
円（ダイレクト
価格）／24
万3100円

（HP希望販
売価格）

M4搭載MacBook Air
1.6倍

Intel Core Ultra 7搭載Windowsノートパソコン（基準値）

M4搭載MacBook Air

Webブラウジング

AIによる画像アップスケーリング
6倍

Intel Core Ultra 7搭載Windowsノートパソコン（基準値）Macは熱効率や排熱に優れているので高負荷時でも本体が熱
くなったり、ファン（MacBook Airには非搭載）が回ったりしてう
るさく感じることがありません。Windows PCと比較した際は
こうしたポイントもユーザ体験の違いをもたらします。

Windows PCにもNPUを搭載したAIパソコン（AI PC）が登
場しています。M4チップを搭載したMacBook Airと同じ13
インチ程度のものを比較したところ、MacBook Airが決して
高くはないことがわかります。

Appleの発表によると、M4チップ
を搭載したMacBook Airは、NPU
（Neural Processing Unit）搭 載
のIntel製ハイエンドプロセッサ「Intel 
Core Ultra 7」搭載のWindowsノー
トパソコンと比べて、Webブラウジ
ングが最大60%高速、より負荷の高
いタスクではパフォーマンスが最大2
倍高速です。また、AIを利用した画像
のアップスケーリングは6倍高速です。

A https://www.apple.com/jp/newsroom/2025/03/apple-introduces-the-new-macbook-air-
with-the-m4-chip-and-a-sky-blue-color/

Mac導入時は、リース返却時の残価価
値を差し引いた金額で購入できる「Apple 
Financial Services：AFS」を利用して総
支払費用を抑えられます。AFSは1～4年
の中短期でリース期間と使いたいデバイス
を選択できるため、数年周期で最新モデル
へ入れ替える際のライフサイクル管理が簡
単になります。また、デバイスの資産管理
や廃棄などにかかる実務をなくすことがで
き、デバイス返却後はAppleによって再利
用やリサイクルが行われる点も魅力です。
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仕
事
も
M
a
c
で
し
た
い
！

企
業
で
M
a
c
を
導
入
す
る

理
由
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
の
が
、
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
の

「
従
業
員
選
択
制
」（Em

ployee 

C
hoice

：
従
業
員
自
ら
が
使
い

た
い
デ
バ
イ
ス
を
選
択
で
き
る
制

度
）
の
広
が
り
で
す
。「
ビ
ジ
ネ

ス
で
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
」
が
当
た

り
前
だ
っ
た
頃
は
、
入
社
時
に

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
P
C
を
貸
与
さ
れ

る
こ
と
が
普
通
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
慣
習
も
今

は
時
代
遅
れ
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
従
業
員
が
使
い

慣
れ
た
デ
バ
イ
ス
を
利
用
で
き
れ

ば
、
業
務
の
効
率
化
や
生
産
性
の

向
上
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

こ
の
従
業
員
選
択
制
が
大
き

よ
り
多
く
の
こ
と
を
簡
単
に

業
務
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
と
し
て
i
P
h
o
n
e

や
i
P
a
d
を
採
用
し
て
い
る
場

合
、
M
a
c
の
導
入
は
従
業
員
の

さ
ら
な
る
生
産
性
向
上
に
寄
与
し

ま
す
。
ア
ッ
プ
ル
製
品
に
は
強
力

な
連
係
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
い
る

た
め
、
M
a
c
と
i
P
h
o
n
e
／

i
P
a
d
を
一
緒
に
利
用
す
る
こ

と
で
デ
バ
イ
ス
間
を
シ
ー
ム
レ
ス

に
移
動
し
な
が
ら
ス
マ
ー
ト
に
作

業
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。

た
と
え
ば
、
作
業
を
別
の
デ

バ
イ
ス
に
自
動
的
に
引
き
継
げ

る「
ハ
ン
ド
オ
フ（H

andoff

）」

を
使
え
ば
、
i
P
h
o
n
e
で
書

き
始
め
た
メ
ー
ル
を
M
a
c
で
仕

上
げ
た
り
、
M
a
c
で
見
て
い
る

し
て
M
a
c
を
利
用
可
能
に
す
る

こ
と
は
、
従
業
員
の
定
着
率
の
向

上
や
、
慣
れ
た
デ
バ
イ
ス
を
使
う

こ
と
で
問
い
合
わ
せ
の
頻
度
が
下

り
、
サ
ポ
ー
ト
コ
ス
ト
の
低
下
が

見
込
め
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
。

さ
ら
に
近
年
は
、
学
生
時
代
や

前
職
で
利
用
し
て
い
て
引
き
続
き

M
a
c
で
仕
事
を
し
た
い
と
希
望

す
る
人
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
M
a
c
を
選
べ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
」
は
従
業
員
が
働

き
や
す
い
環
境
に
投
資
し
て
い
る

こ
と
、
従
業
員
の
多
様
性
を
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
を
印
象
づ
け
る

と
と
も
に
、
企
業
の
成
長
に
つ
な

が
る
人
材
獲
得
の
面
で
大
き
な
効

果
を
発
揮
す
る
で
し
ょ
う
。

書
類
を
共
有
し
た
り
、
打
ち
合
わ

せ
で
訪
れ
た
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
情

報
を
送
り
た
い
と
き
に
便
利
で
す
。

連
係
機
能
は
制
限
可
能

そ
の
ほ
か
、
i
P
h
o
n
e
に

か
か
っ
て
き
た
電
話
を
M
a
c
で

受
け
取
っ
た
り
、
i
P
h
o
n
e

を
W
e
b
カ
メ
ラ
と
し
て
利
用
し

た
り
、
i
P
h
o
n
e
や
i
P
a
d

で
ス
キ
ャ
ン
し
た
写
真
や
ス
ケ
ッ

チ
を
M
a
c
に
自
動
的
に
取
り
込

ん
だ
り
、
i
P
h
o
n
e
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
共
有
を
利
用
し
て

M
a
c
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続

し
た
り
な
ど
、
ア
ッ
プ
ル
製
品
同

士
の
連
係
機
能
は
豊
富
に
存
在
し

ま
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
M
a
c

を
利
用
し
て
い
る
人
な
ら
、
そ
の

利
便
性
を
仕
事
で
も
享
受
し
た
い

と
考
え
る
の
は
当
然
で
す
。

た
だ
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
、

こ
う
し
た
連
係
機
能
を
従
業
員
に

自
由
に
利
用
さ
せ
た
く
な
い
企
業

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
は
、

ア
ッ
プ
ル
製
品
に
対
応
し
た
モ
バ

イ
ル
デ
バ
イ
ス
管
理
（
M
D
M
）

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
特
定
の
機
能
の
利
用
を
制

限
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

く
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
世
界
的
な
I
T
企
業
で

あ
る
I
B
M
が
2
0
1
5
年
に

採
用
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
M
a
c
を
選
択
肢
に
加
え
た

こ
と
で
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
P
C
か

ら
の
移
行
が
増
え
、
従
業
員
の

生
産
性
や
満
足
度
の
向
上
な
ど

に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
調
査
結

果
を
発
表
し
ま
し
た
。
M
a
c

ユ
ー
ザ
1
人
当
た
り
の
生
産
性

が
5
%
向
上
し
た
と
い
う
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
社
の
レ
ポ
ー
ト
（T

he 

T
otal E

conom
ic Im

pact 

O
f M
ac In Enterprise: M

1 
U
pdate

）」も
あ
り
ま
す
。

企
業
の
成
長
に
つ
な
が
る

ま
た
、
従
業
員
選
択
制
を
導
入

W
e
b
サ
イ
ト
を
i
P
a
d
で
閲

覧
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

i
P
h
o
n
e
に
引
き
継
ぐ
場
合

は
A
p
p
ス
イ
ッ
チ
ャ
ー
に
表
示

さ
れ
る
ア
イ
コ
ン
を
タ
ッ
プ
す
る

だ
け
で
済
み
、
い
ち
い
ち
フ
ァ
イ

ル
を
探
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ク

リ
ッ
プ
ボ
ー
ド
」
も
ビ
ジ
ネ
ス
の

現
場
で
非
常
に
役
立
つ
機
能
で

す
。
i
P
h
o
n
e
や
i
P
a
d
上

で
画
像
や
動
画
、
テ
キ
ス
ト
を

コ
ピ
ー
し
、
近
く
に
あ
る
M
a
c

上
で
ペ
ー
ス
ト
す
れ
ば
デ
バ
イ
ス

間
の
コ
ピ
ー
&
ペ
ー
ス
ト
が
簡
単

に
行
え
ま
す
。
W
i
│

F
i
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し
て
い
な
く
て

も
デ
バ
イ
ス
間
で
フ
ァ
イ
ル
共
有

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
「
エ
ア
ド

ロ
ッ
プ（A

irD
rop

）
」も
同
僚
と

Macを選ぶ理由❹　EngagementMacを選ぶ理由❺　Continuity

従業員の生産性や
満足度が向上！
人材採用にも
効果あり。

iPhoneやiPadと
連係するから
素早くタスクが
行える。

「従業員選択制」採用で
Macを導入する企業が増加

シームレスにつながる
連係機能がApple製品の魅力

Macは福利厚生にも
寄与できる

z Handoff
z 連係スケッチと連係マークアップ

従業員選択制の採用と併せて、入
社時に貸与されたMacをリプレース
する際に、これまで利用していた端末
を「返却するか、購入時よりも安価の
価格で買い取るか」を従業員に選択し
てもらうプログラムを実施している企
業もあります。Macは3～4年経って
も最新OSを利用することができ、日
常利用に十分な性能を備えます。その
ため、たとえば家庭用や子ども用のパ
ソコンとして使い続けることが可能で
す。従業員の働き方を変革するため
の従業員選択制に加えて、このような
プログラムを展開すれば従業員の福
利厚生につなげることができ、端末を
長く大事に使ってもらえるようになる
でしょう。

■ 自ら選択している
■ 所属する会社で
　 決められている
■ 元請けからの指示／
　 元請けからの提供

31.5%
11.1%

57.4%

■ Macを利用できることが
　 勤続の一因となっている
■ そのほか

3.0%

97.0%

■ 現状Windowsだが
　 Macを利用したいと
　 考えている
■ 具体的な考えにいたって
　 いないが興味、関心がある
■ 特に利用したいと
　 考えていない

25.6%
41.4%

33.0%

■ 使い慣れているため
　 就職後も継続して
　 利用したい（利用したかった）
■ そのほか

1.9%

98.1%

Appleが公開する「IT部門向けEmployee Choiceガイド」では、
従業員選択制のメリットや開始方法が詳しく説明されています。
A https://www.apple.com/jp/business/site/docs/resources/
Employee_Choice_Guide_OriginalJan18_DEC2019_JP.pdf

MacをiPhone、iPadと連係させればそれぞれのデバイスがシームレスに
つながり、業務の効率化を実現できます。MacとiPhone、iPadの連係機
能に関しては、Appleが公開するドキュメント「Apple製デバイスの連係機
能と必要条件」に詳しく記載されています。
A https://support.apple.com/ja-jp/108046

z AirDrop
書類や写真、ビデオ、Webサイト、位置情報
などをワイヤレスで送信できます。

z iPhoneミラーリング
Macのデスクトップ上にiPhoneの画面を表
示して、iPhoneのアプリや通知を操作でき
ます。ドラッグ＆ドロップでファイルをコピーす
ることも可能です。

z ユニバーサルクリップボード
1台のデバイスでコピーした内容を別のデバ
イスでペーストできます。

z Instant Hotspot
iPhoneやiPad（Wi-Fi + Cellular）のイン
ターネット回線を利用してMacをネットワーク
接続することができます。

z 連係カメラ
iPhoneをMacの
Webカメラとして
使うことができま
す。iPhoneまたは
iPadを使ってMac
で写真を撮る／書
類をスキャンするこ
とも可能です。

作業を中断したところから別のデバイスでス
ムースに作業を続けられます。

iPhone や iPad
で スケッチした
り、マークアップを
追加したりすると、
Macへリアルタイ
ムに反映されます。

2022年に株式会社富士キメラ総研が行った調査による
と、IT企業と事業会社(非IT企業)（n=1046 )におい
て業務用パソコンを「自ら選択している」と答えた人の割
合は約31.5%となっています。

現在Macを利用している人（n＝201）の中で、「Macを
利用できることが勤続の一因となっている」と答えた人の
割合は97.0%。Macを使えることが仕事を行ううえでの
モチベーションの一端となっていることが窺えます。

Windows PC利用ユーザ（n=782）に対してMacの利
用意向を尋ねたアンケートでは約58.6%がMacに関心
があると回答。従業員数101名～1000名の中堅企業に
おいてMacの利用意向が高くなっています。

就職活動時や就職活動後のMacの利用意向を尋ねた
アンケートでは、学生時代にMacを利用していた学生
（n=156）のうち98.1%が就職時にも「継続して使い続
けたい（利用したかった）」と答えています。

Mac／iPhone／iPadの主な連係機能
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充
実
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能

ア
ッ
プ
ル
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
非
常
に
重
視

し
て
M
a
c
を
設
計
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
レ
ベ
ル
で

は
、
ア
ッ
プ
ル
シ
リ
コ
ン
に
は
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
リ
コ
ン
設

計
チ
ー
ム
が
10
年
以
上
に
わ
た
り

設
計
・
改
良
を
重
ね
た
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
機
能
を
搭
載
（
カ
ー
ネ
ル
整

合
性
保
護
や
高
速
許
可
制
限
、
シ

ス
テ
ム
コ
プ
ロ
セ
ッ
サ
整
合
性
保

護
、
ポ
イ
ン
タ
認
証
コ
ー
ド
等
）。

ま
た
、「
セ
キ
ュ
ア
ブ
ー
ト
」を
実

現
す
る
た
め
の
ブ
ー
ト
R
O
M

や
、
ス
ト
レ
ー
ジ
の
暗
号
化
処
理

を
行
う
A
E
S
エ
ン
ジ
ン
、
そ
し

て
「
セ
キ
ュ
ア
・
エ
ン
ク
レ
ー
ブ

（Secure Enclave

）
」と
呼
ば

ア
プ
リ
に
は
困
ら
な
い

「
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
ウ
ィ
ン
ド

ウ
ズ
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
は

M
a
c
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が

浸
透
し
て
い
た
頃
は
「
M
a
c
に

は
業
務
用
ア
プ
リ
が
少
な
い
」

と
思
い
込
み
、
導
入
に
踏
み
切
れ

な
か
っ
た
企
業
が
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
は
大

き
な
誤
解
で
あ
り
、
か
つ
ク
ラ
ウ

ド
が
浸
透
し
た
今
と
な
っ
て
は
も

は
や
間
違
っ
た
認
識
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

ま
ず
M
a
c
に
は
「
メ
ー
ル
」

や
「
カ
レ
ン
ダ
ー
」「
リ
マ
イ
ン

ダ
ー
」「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」「
メ
モ
」

の
ほ
か
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト

の
「
ペ
ー
ジ
ズ
（P

a
g
e
s

）
」

や
表
計
算
ソ
フ
ト
の
「
ナ
ン

読
み
込
む
「
署
名
済
み
シ
ス
テ
ム

ボ
リ
ュ
ー
ム
」、
最
新
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
迅
速

か
つ
安
全
に
取
得
・
実
行
す
る
仕

組
み
、
緊
急
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

応
「
R
S
R
」
の
実
行
、
ア
ッ
プ

ル
シ
リ
コ
ン
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
機

能
を
利
用
し
た
O
S
の
整
合
性

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
起
動
プ
ロ
セ
ス

か
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
、
シ
ス
テ
ム
実
行
中
の
処
理
に

至
る
ま
で
安
全
性
が
カ
バ
ー
さ
れ

て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
よ
り
も
安
全

さ
ら
に
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
関
し
て
、
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
で

は
ア
ッ
プ
ル
が
安
全
性
を
保

証
し
た
ア
プ
リ
し
か
公
開
さ

れ
な
い
ほ
か
、「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
（G

a
te
K
e
e
p
e
r

）
」
に

よ
っ
て
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
か
ら
入

手
し
た
ア
プ
リ
、
ま
た
は
ア
ッ

プ
ス
ト
ア
と
公
証
（
マ
ル
ウ
ェ
ア

ス
キ
ャ
ン
サ
ー
ビ
ス
）
の
認
証

を
受
け
た
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
開

発
し
た
ア
プ
リ
し
か
実
行
で
き

な
い
よ
う
に
制
御
可
能
。
マ
ル

ウ
ェ
ア
な
ど
を
自
動
検
出
し
て

削
除
す
る
ア
ン
チ
ウ
イ
ル
ス
テ

わ
せ
る
と
、
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
に

あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ア
プ
リ
の
数
は

23
万
5
0
0
0
を
超
え
ま
す
。

積
極
的
に
ク
ラ
ウ
ド
シ
フ
ト

　
さ
ら
に
現
在
は
、「
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト（M

icrosoft

）3
6
5
」

や
「
グ
ー
グ
ル
・
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス（G
oogle W

orkspace

）
」

を
は
じ
め
、
勤
怠
管
理
や
経
費
精

算
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
、
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
、
社
内
S
N
S
、

会
計
ソ
フ
ト
、
C
R
M
、
S
F
A
、

名
刺
管
理
な
ど
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
問

わ
ず
利
用
で
き
る
時
代
で
す
。

そ
の
た
め
、
M
a
c
を
導
入
し

た
企
業
に
聞
い
て
も
「
ア
プ
リ
で

困
っ
た
」
と
い
う
話
を
耳
に
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
よ

う
に
イ
チ
か
ら
I
T
イ
ン
フ
ラ
を

構
築
す
る
場
合
は
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
に
も
M
a
c
に
も
対
応
し
た
ア

プ
リ
／
サ
ー
ビ
ス
を
ベ
ー
ス
に
す

る
こ
と
で
あ
ら
ゆ
る
業
務
に
対
応

可
能
な
環
境
を
整
え
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。

ま
た
、
現
在
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
に

し
か
対
応
し
て
い
な
い
ア
プ
リ
を

テ
ル
C
P
U
搭
載
M
a
c
と
比
べ

て
よ
り
セ
キ
ュ
ア
で
あ
る
と
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
M
D
M

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
デ
ー
タ
侵
害
が
50
%
削

減
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、

M
a
c
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
P
C
と

比
較
し
て
よ
り
安
全
で
あ
り
、
企

業
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強
化
で
き

る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

れ
る
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
も
搭
載
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
メ
イ
ン
プ
ロ

セ
ッ
サ
か
ら
隔
離
さ
れ
た
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
す

る
セ
キ
ュ
ア
・
エ
ン
ク
レ
ー
ブ
は

S
o
C
と
同
じ
設
計
原
則
で
開
発

さ
れ
、
独
自
の
B
o
o
t 

R
O
M

と
A
E
S
エ
ン
ジ
ン
、
メ
モ
リ
保

護
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
、
生
体
認

証
で
あ
る
タ
ッ
チ
I
D
（Touch 

ID

）
や
フ
ェ
イ
ス
I
D
（Face 

ID

）
な
ど
の
個
人
情
報
を
保
護
・

管
理
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

次
に
、
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
で
は

ブ
ー
ト
時
に
シ
ス
テ
ム
を
マ
ル

ウ
ェ
ア
感
染
か
ら
保
護
す
る
「
セ

キ
ュ
ア
ブ
ー
ト
」
や
実
行
時
の
悪

質
な
改
ざ
ん
を
防
止
し
て
ア
ッ

プ
ル
か
ら
提
供
さ
れ
た
正
規
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
み
起
動
時
に

バ
ー
ズ
（N

um
bers

）
」、
プ
レ

ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
「
キ
ー
ノ
ー
ト

（K
eynote

）
」、
共
同
作
業
に

適
し
た
「
フ
リ
ー
ボ
ー
ド
」
な
ど
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
も
大
活
躍
す
る
ア
プ

リ
が
内
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
に

は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
「
ワ
ー

ド
（W

o
rd

）
」
や
「
エ
ク
セ
ル

（E
x
c
e
l

）
」、
ア
ド
ビ
の
「
ア

ク
ロ
バ
ッ
ト
（A

crobat

）
」、

「
W
e
b
e
x
」、「
ス
ラ
ッ
ク

（Slack

）
」、「
B
o
x
」を
は
じ
め

と
す
る
定
番
ビ
ジ
ネ
ス
ア
プ
リ

が
ひ
と
と
お
り
揃
っ
て
い
ま
す

し
、
仕
事
効
率
化
の
た
め
の
ア

プ
リ
が
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
か
ら

た
く
さ
ん
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い

ま
す
。
i
P
h
o
n
e
や
i
P
a
d

向
け
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
合

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の「X

P
rotect

」や

「
M
R
T
（M

alw
are R

em
oval 

Tool

）」も
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
す
べ
て
解
説
で
き
ま

せ
ん
が
、
こ
の
結
果
と
し
て
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
社
の
レ
ポ
ー
ト
「The 

T
otal E

conom
ic Im

pact 

O
f M

ac In Enterprise: M
1 

U
pdate

」
は
、
ア
ッ
プ
ル
シ
リ

コ
ン
搭
載
M
a
c
は
従
来
の
イ
ン

抱
え
て
い
た
と
し
て
も
、
M
a
c

導
入
を
機
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
問
わ
ず
に
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
へ
切
り
替
え
る
、
業
務
に
影
響

の
な
い
部
署
か
ら
ま
ず
は
導
入
し

て
徐
々
に
サ
ー
ビ
ス
転
換
を
図
る
、

ま
た
は
次
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る

よ
う
に
M
a
c
上
で
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
を
動
作
さ
せ
る
と
い
っ
た
対
応

策
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
し
、
そ
れ
で
も
な
お
ア
プ
リ

面
で
不
安
を
感
じ
る
な
ら
ば
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
M
a
c
導

入
企
業
の
事
例
を
探
し
て
み
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
現
在
M
a
c
は

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
・
職
種
で
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
自
社
に
近

し
い
業
界
で
M
a
c
の
導
入
実
績

が
あ
れ
ば
大
い
に
参
考
に
な
る
は

ず
で
す
。

Macを選ぶ理由❻　SecurityMacを選ぶ理由❼　Apps

最先端の
セキュリティ機能を
搭載するから
安全に使える。

パワフルな
アプリを内蔵！
仕事に役立つ
アプリがいっぱい。

インシデントやデータ侵害を
減らしてセキュリティ強化

今はクラウド時代、
プラットフォームは選ばない

Touch IDによって指でタッチす
るだけで簡単かつ安全にロック
を解除できます。アプリやWeb
サイトへのログイン、パスワード
の入力などにも利用されます。

MacにはApple純正のパワフルなアプリが内蔵さ
れています。購入時から追加のアプリを購入しなく
ても、さまざまなビジネスに利用できます。

Appleシリコン搭載Macでは、iPhone ／ iPad
のアプリも動作します。Mac版が用意されていなく
ても、iPhone ／ iPad向けに展開され、開発者が
利用を許可していれば追加コストなしでMacでも
利用可能です。

Microsoft 365やGoogle Workspace、Webexなど
の定番アプリから、仕事効率化のアプリがApp Storeに
は多数揃っています。

iPhoneやiPad同様に、Macもカスタムアプリを開発し
て組織内だけに配付することができます。

MacにはGateKeeperが組み込まれ、App Storeまた
は公証を受けたアプリ以外を開けないようにできます。ま
た、macOSが既知のマルウェアを検出した場合は通知
を表示し、アプリをゴミ箱に移動します。

Macには「FileVault」と呼ばれるボリューム暗号
化技術によるデータ保護、ファームウェアレベルで
のパスワード保護、最新のセキュリティ認証に適合
したさまざまなネットワーク保護、さらにはApple 
AccountやiCloud、Apple Payなどサービスレ
ベルでのセキュリティ機能も多数搭載されています。
詳細を知りたい場合は、Appleが公開する「Apple
プラットフォームのセキュリティ」が役立ちます。
A https://support.apple.com/ja-jp/guide/
security/welcome/web

Appleシリコンには
メインプロセッサから
隔離された「Secure 
Enclave」が搭載され、
ユーザの機密データ
を安全に保ちます。
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M
a
c
な
ら
で
は
の
特
権

M
a
c
非
対
応
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
プ
ラ
グ
イ
ン
な
ど
が

あ
っ
て
も
、
M
a
c
で
は
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
を
利
用
で
き
ま
す
。

M
a
c
が
ア
ッ
プ
ル
シ
リ
コ
ン
へ

移
行
し
て
か
ら
は
C
P
U
の
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
が
A
r
m
ベ
ー
ス
に

変
更
さ
れ
た
こ
と
で
「
ブ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
」
が
利
用
で
き
ず
、
ま

た
A
r
m
版
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
ラ

イ
セ
ン
ス
が
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の

製
品
群
や
一
部
の
O
E
M
製
品
で

の
利
用
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、

仮
想
化
ソ
フ
ト
を
利
用
で
き
な
い

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
2
0
2
3
年
7
月
に

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
方
針
を
切
り

替
え
、
ア
ッ
プ
ル
シ
リ
コ
ン
搭
載

11
（
プ
ロ
ま
た
は
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
）
を
実
行
す
る
方
法
で

す
。
企
業
全
体
で
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

3
6
5
を
導
入
し
て
い
る
な
ら
前

者
が
利
用
し
や
す
い
で
し
ょ
う
が
、

そ
う
で
な
い
場
合
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
接
続
な
し
で
も
利
用
し
た
い
場

合
は
、
昔
か
ら
M
a
c
向
け
の
仮

想
化
ソ
フ
ト
と
し
て
定
評
の
あ
る

「
パ
ラ
レ
ル
ス
・
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
」

を
利
用
す
る
の
が
適
し
て
い
る
で

し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
m
a
c
O
S
と

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
と
い
う
シ
ェ
ア
の

高
い
2
つ
の
O
S
を
使
え
る
こ

と
は
今
に
な
っ
て
も
M
a
c
が
持

つ
大
き
な
特
権
で
す
。
そ
の
た

め
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
オ
ン
リ
ー
の

ア
プ
リ
が
存
在
す
る
か
ら
と
い
っ

て
M
a
c
の
導
入
を
躊
躇
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
の
ア
プ
リ
が
M
a
c
上

で
も
き
ち
ん
と
動
作
す
る
か
は
事

前
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

の
、
大
き
な
問
題
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
で
は
従
業
員
に
貸
与

す
る
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
を
M
a
c

だ
け
に
し
て
M
a
c
非
対
応
の
ア

プ
リ
は
パ
ラ
レ
ル
ス
で
動
作
さ
せ
、

業
務
環
境
を
大
き
く
改
善
さ
せ
た

企
業
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

M
a
c
で
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
11
を
動

作
せ
る
こ
と
を
承
認
し
、
現
在
は

問
題
な
く
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

推
奨
さ
れ
る
2
つ
の
方
法

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
現
在
推

奨
し
て
い
る
の
は
、「
ウ
ィ
ン

ド
ウ
ズ
3
6
5
（W

in
d
o
w
s 

3
6
5

）
」
を
利
用
し
て
ク
ラ
ウ
ド

上
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
11
を
利
用

す
る
方
法（
M
a
c
の
W
e
b
ブ
ラ

ウ
ザ
、
ま
た
は
「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
・
リ
モ
ー
ト
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
」

を
介
し
て
利
用
）、「
パ
ラ
レ
ル

ス
・
デ
ス
ク
ト
ッ
プ（P

arallels 

D
esktop

）
」
を
利
用
し
て
ア
ッ

プ
ル
シ
リ
コ
ン
M
a
c
上
の
仮
想

環
境
で
A
r
m
版
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

Macを選ぶ理由❽　Windows

macOSに加え、
Macでは
Windowsも
動くから困らない。

Windows 365か
Parallels、お好みの方法で

●MacからはWebブラウザ経由で 
　リモートアクセスして操作する

●Mac用のリモートデスクトップアプリを 
　利用すれば仮想化ソフトのように 
　Windows 11を1つのソフトとして 
　利用可能

●Parallels Desktopで利用できる 
　Arm版Windowsのように 
　機能制限がない

●Microsoftのクラウド（Azure AD） 
　での管理・運用が必要

●クラウド上にホストしたWindows11を 
　利用するため、インターネット回線の 
　接続スピードが十分でない場合は 
　レスポンスが悪くなる。 
　また、インターネット回線がないところ 
　では利用できない。

●Macとの連係は基本的に 
　あまり想定されていない

●macOS上でMacのソフトと同時に 
　Windowsを起動して利用できる

●Mac内にあるファイルをWindows側で開いたり、 
　ファイルやフォルダをドラッグ＆ドロップしたりと、 
　Macとの連係にも優れる

●インターネット回線がない環境でも利用できる 
　（Windowsアプリを使いたいときに 
　いつでも使える）

●Windows 365を利用する場合は 
　Windows 365のライセンスに加えてAzureの 
　テナント等が必要になるのに対し、Windows 11と 
　Parallels Desktopのライセンスだけで済むので 
　コストを低く抑えられる

●Arm版Windows 11では「DirectX 12」や 
　「OpenGL3.3」以上に依存するハードウェアや 
　ゲーム、アプリに影響があるなど、 
　一部動作に制限がある

●ビジネス版やエンタープライズ版には 
　Macの一斉展開や設定、一括管理など 
　組織での運用をIT管理者が簡単に 
　行えるための機能が多数搭載されている

Microsoftは同社サ
ポートサイトにおいて、
AppleシリコンMac
でWindows 11を動
作させるための2つの
方法を公開しています。
A https://support.
microsoft.com/ja-jp

Mac非対応の業務アプ
リが存在しても、Mac
でWindowsを動作させ
ればWindowsアプリを
Mac上で動作させること
が可能です。

MacでWindows 11を動かす2つの方法

Parallels Desktop 
for Mac Windows 365

ゼ
ロ
タ
ッ
チ
展
開
が
可
能

ア
ッ
プ
ル
は
、
I
T
管
理
者
が

M
a
c
を
企
業
で
導
入
し
や
す
い

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
M
a
c
を
社
内
へ
配
備
し
て
管

理
・
運
用
す
る
際
に
欠
か
せ
な
い

の
が「
ア
ッ
プ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ

ネ
ー
ジ
ャ
（A

pple B
usiness 

M
anager

：A
B
M

）
」
で
す
。

こ
れ
は
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
の
モ
バ

イ
ル
デ
バ
イ
ス
管
理
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
（
M
D
M
）
と
連
係
す
る
、

I
T
管
理
者
向
け
の
無
料
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
。
ア
ッ
プ
ル
の
承

認
を
経
て
登
録
が
完
了
す
る
と
、

M
a
c
の
企
業
導
入
に
役
立
つ
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
を
利
用
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
「
自
動
デ
バ
イ
ス

を
利
用
す
れ
ば
ア
ッ
プ
ル
シ
リ
コ

ン
や
ア
ッ
プ
ル
T
2
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
チ
ッ
プ
を
搭
載
し
た
M
a
c

を
A
B
M
に
登
録
で
き
ま
す
。

組
織
向
け
ア
カ
ウ
ン
ト
の
作
成

ま
た
、
A
B
M
で
は
ア
ッ
プ
ス

ト
ア
で
販
売
さ
れ
て
い
る
ア
プ
リ

な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
一
括
購

入
で
き
る
「
V
P
P
（V

olum
e 

P
urchase P

rogram

）
」も
利

用
可
能
。
M
D
M
と
連
係
さ
せ
る

こ
と
で
、
入
手
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ

を
ワ
イ
ヤ
レ
ス
で
イ
ン
ス
ト
ー
ル
、

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
、
回
収
、
再
配
付

で
き
ま
す
。
ア
ッ
プ
ル
ア
カ
ウ
ン

ト
（A

pple A
ccount

：
（
旧

ア
ッ
プ
ル
I
D
）
を
台
数
分
取
得

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
A
B
M
で
は
「
管
理

対
象
ア
ッ
プ
ル
・
ア
カ
ウ
ン
ト
」

も
利
用
で
き
ま
す
。
M
a
c
で

i
P
h
o
n
e
や
i
P
a
d
と
の
連

係
機
能
を
利
用
し
た
り
、
純
正

ソ
フ
ト
で
「
共
同
作
業
」
の
機
能

を
利
用
し
た
り
す
る
に
は
ア
ッ
プ

ル
・
ア
カ
ウ
ン
ト
が
必
要
で
す
が
、

個
人
用
の
ア
ッ
プ
ル
・
ア
カ
ウ
ン

ト
を
利
用
す
る
と
I
T
管
理
者
の

把
握
が
難
し
く
な
り
、
M
D
M
の

登
録
」（A

D
E

：A
utom

ated 

D
evice Enrollm

ent

）
を
利
用

す
れ
ば
、
M
a
c
の
M
D
M
へ
の

登
録
を
自
動
化
で
き
、
ユ
ー
ザ
の

手
元
に
届
く
前
に
M
a
c
に
触
れ

た
り
事
前
設
定
し
た
り
す
る
こ
と

な
く
、
キ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
可
能
で

す
。
そ
し
て
デ
バ
イ
ス
購
入
後
は

箱
の
ま
ま
ユ
ー
ザ
に
配
付
で
き
る
、

い
わ
ゆ
る
「
ゼ
ロ
タ
ッ
チ
展
開
」

を
実
現
で
き
ま
す
。

こ
の
自
動
デ
バ
イ
ス
登
録
は
、

ア
ッ
プ
ル
や
ア
ッ
プ
ル
正
規
販
売

点
、
通
信
事
業
者
か
ら
新
規
に
購

入
し
た
デ
バ
イ
ス
の
み
な
ら
ず
、

組
織
内
に
あ
る
既
存
の
M
a
c
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。
ア
ッ
プ
ル

が
無
料
で
公
開
す
る
i
O
S
向
け

「
ア
ッ
プ
ル
・
コ
ン
フ
ィ
ギ
ュ
レ
ー

タ（A
pple C

onfigurator

）
」

Macを選ぶ理由❾　Service

導入・管理・運用に
役立つ法人向け
ソリューションが
充実！

ゼロトラスト環境で
安全に管理・運用できる

はじめてMacを含むApple製品を企業導入する際は、
Appleがオンラインで公開している「Appleプラットフォー
ム導入ガイド」が役立ちます。
A https://support.apple.com/ja-jp/guide/deployment/

Apple ConfiguatorのMac版では、構成プロファ
イルの作成や配付、アプリの配信、監視モードの有
効化、OSのアップデートや初期化、デバイス名や
壁紙の変更等が行えます。また、iPhone版では、
iPhoneやiPad、AppleシリコンやApple T2セキュ
リティチップ搭載のMacをABMに追加できます。

法人向けのABMを利用すると、Apple製品のMDM登
録を自動化して購入後のセットアップを自動化できるADE
や、アプリやコンテンツのライセンスの一括購入が行える
VPP、組織向けのApple Accountである管理対象Apple 
Accountsの作成やアカウント管理が利用できます。
A https://business.apple.com

ABMとMDMを連係させれば、Macのゼロタッチ
展開（WindowsのAutopilot相当の機能）を実現
できます。従業員がデバイスの初期セットアップを
開始すると自動でMDMの管理下に入り、自社の設
定や利用アプリが反映された状態で使い始めるこ
とができます。
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Macも「ゼロトラスト」でセキュアに業務利用できる！
一昔前までの企業のセキュリティモデルは、

社内（内側）のネットワークとインターネット
を分離してその境界線上でセキュリティ対策
を講じるモデルが一般的でした。しかし、今
日ではクラウド化やリモートワークの浸透に
よるセキュリティリスクの高まりに対応する
ため、ネットワークの内側／外側を区別する
ことなく、会社の情報資産やシステムにアク

セスするすべてのものを信用せずに正当性や
安全性を検証する「ゼロトラスト」モデルへの
シフトが進んでいます。そのため、Macを導
入する企業においてはWindows同様にゼロ
トラストを担保できるかが大きな関心事にな
りますが、Mac向けにはしっかりとしたゼロ
トラスト関連のソリューションが揃っています。
まずID統制＆アカウント認証に関して

は、「Okta Workforce Identity Cloud」や
「Microsoft Entra ID」など、いわゆるIDaaS
によって認証情報を一元管理し、SSO（シン
グルサインオン）やMFA（多要素認証）、ア
クセスコントロールなどを行うことが可能。
これにより正しく認証され、管理者の許可を
得たユーザのみが重要な情報へアクセスでき
るようになります。
また、デバイス管理＆デバイス保護に関し

ては、前述した「Jamf Pro」をはじめとする
多数のMDMがMac向けにも展開されていま
す。MDMをIDaaSと連係させれば、組織で
の利用が許可された安全なデバイスからのア
クセスだけを許可する「デバイス認証」も可
能です。「CrowdStrike」などのEDR（EPP）
製品によってエンドポイントを監視して端末
評価を行い、IDaaSと連係してデバイスポス
チャによるアクセスコントロールを行うこと
もできます。
そしてネットワークセキュリティやクラウ

ドセキュリティに関しては、ZTNA、CASB、
FWaaS、SWAG、SD-WANといった機能を
統合して提供する「Netskope」や「Zscaler」
などのSASEソリューションがMac向けにも
展開されているほか、Jamf社のように1社
でそのための包括的なソリューションを提供
しているケースもあります。

MacとWindows PCの混在環境におけるゼロトラスト構築モデルの概略（一例）です。ほかにもゼロトラストを構
成する要素はありますし、どのような構成にするのか、またどのソリューションを導入するのかは企業によって異な
るものの、Macはゼロトラスト環境下においてセキュアに管理・運用することができます。なお、Macにログインす
る際は、ID＆パスワードまたは生体認証（Touch ID）のどちらかがデフォルトですが、Jamf Connectを使えば、
Microsoft 365などのアカウントを使ってMacのログインに二要素認証を利用できます。

な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
す
べ
て

揃
っ
て
い
ま
す
。
デ
バ
イ
ス
の

キ
ッ
テ
ィ
ン
グ
（
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

作
業
）
や
M
D
M
構
築
の
支
援
、

デ
バ
イ
ス
を
安
心
し
て
使
い
続
け

る
た
め
の
保
証
＆
保
守
サ
ー
ビ
ス

な
ど
も
多
数
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
M
a
c

を
導
入
し
た
こ
と
の
な
い
企
業

に
と
っ
て
は
購
入
前
の
「
準
備
」

（
導
入
目
的
や
活
用
方
法
、
調
達

方
法
、
端
末
選
定
、
コ
ス
ト
算

出
、
管
理
方
針
策
定
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
等
の
環
境
調
査
）や
、「
検

証（
P
o
C
）
」面
に
不
安
に
感
じ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ア
ッ
プ
ル
は
そ
う
し
た
企
業
に

対
応
す
る
た
め
に
、
ア
ッ
プ
ル

製
品
に
関
す
る
高
い
技
術
力
と

実
績
を
持
ち
、
製
品
導
入
や
シ

ス
テ
ム
構
築
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
提
供
で
き
る
企
業
を
「
ア
ッ

プ
ル
V
A
R（A

p
p
le V

a
lu
e 

A
dded R

eseller

）」と
し
て
認

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
で

は
展
開
さ
れ
て
い
な
い
「
ア
ッ
プ

ル
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
サ
ー

ビ
ス
（A

pple P
rofessional 

Services

）
」
に
準
じ
た
内
容
の

P
o
C
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

導
入
に
不
安
を
抱
え
る
場
合
は
、

こ
う
し
た
企
業
に
サ
ポ
ー
ト
を
お

願
い
す
る
こ
と
で
よ
り
安
心
し
て

M
a
c
を
導
入
で
き
る
で
し
ょ
う
。

Appleは法人向けにより手厚い
サポートを提供する「AppleCare 
Professional Support」も用意して
います。組織単位での加入が前提と
なる「AppleCare OS Support」や、
200台以上のAppleデバイスを導
入している中規模から大規模の法
人・教育機関には、「AppleCare for 
Enterprise」などがあります。
A https://www.apple.com/jp/
support/professional/

Appleは 企 業 のMac
導入をサポートするた
めに、システム構築・ソ
リューションを提供でき
るパートナーをApple 
VAR（Value Added 
Reseller）として認定し
ています。
A  h t tps : / /www.
a p p l e . c o m / j p /
business/contact/
var/all.html

制
限
が
な
い
場
合
は
各
自
が
自
由

に
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き

て
し
ま
い
ま
す
。

「
管
理
対
象
ア
ッ
プ
ル
・
ア
カ
ウ

ン
ト
」
を
利
用
す
れ
ば
I
T
管
理

者
が
A
B
M
を
利
用
し
て
人
数
分

作
成
で
き
、
組
織
で
所
有
・
管
理

す
る
こ
と
が
可
能
に
。
ア
カ
ウ
ン

ト
の
割
り
当
て
確
認
や
編
集
、
削

除
、
ロ
ッ
ク
の
解
除
、
パ
ス
ワ
ー

ド
リ
セ
ッ
ト
な
ど
も
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
・
エ
ン
ト
ラ
I
D（M

icrosoft 

E
ntra ID

）
」
や
「
グ
ー
グ
ル
・

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
（G

o
o
g
le 

W
orkspace

）、
対
応
I
d
P

と
連
係
し
て
作
成
す
れ
ば
、
そ
れ

ら
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
ア
ッ
プ
ル
の

サ
ー
ビ
ス
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
利
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

M
a
c
の
管
理
に
は
ジ
ャ
ム
フ

ア
ッ
プ
ル
は
A
B
M
を
通
じ
て

I
T
管
理
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
を
提
供
し
て
い
ま

す
が
、
A
D
E
や
V
P
P
、
管
理

対
象
ア
ッ
プ
ル
・
ア
カ
ウ
ン
ト
を

利
用
す
る
に
は
、
M
a
c
に
組
み

込
ま
れ
た
ア
ッ
プ
ル
の
M
D
M

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
対
応
す
る

で
同
日
対
応
を
果
た
し
て
い
る
点

も
大
き
な
魅
力
で
す
。
そ
の
た
め
、

た
と
え
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
と
M
a
c

の
混
在
環
境
に
お
い
て
も
汎
用

的
な
M
D
M
で
は
な
く
、「
M
a
c

の
管
理
に
は
ジ
ャ
ム
フ
」
と
こ
だ

わ
っ
て
採
用
す
る
企
業
が
国
内
で

も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ジ
ャ
ム
フ
社
は
マ
ル

ウ
ェ
ア
対
策
や
振
る
舞
い
検
知
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
ロ
グ
の

収
集
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
維
持

な
ど
が
可
能
な
「
ジ
ャ
ム
フ
・
プ

ロ
テ
ク
ト（Jam

f P
rotect

）」、

ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ア
ク
セ
ス
や
ク
ラ
ウ
ド
I
d
P
と

連
係
し
た
M
a
c
の
ア
カ
ウ
ン
ト

管
理
を
行
え
る
「
ジ
ャ
ム
フ
・
コ

ネ
ク
ト
（Jam

f C
onnect

）
」

も
展
開
し
て
い
ま
す
。
エ
ン
ド
ポ

イ
ン
ト
デ
バ
イ
ス
に
対
す
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
要
件
が
年
々
高
ま
り
、

M
D
M
単
体
で
は
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
担
保
に
限
界
が
あ
る
中

で
、
こ
れ
ら
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
ジ
ャ
ム
フ
・
プ
ロ
と
組
み
併
せ

て
利
用
す
れ
ば
M
a
c
の
包
括
的

な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
実
現
で

き
ま
す
。
M
a
c
向
け
に
ジ
ャ
ム

フ
・
プ
ロ
と
ジ
ャ
ム
フ
・
プ
ロ
テ

ク
ト
、
ジ
ャ
ム
フ
・
コ
ネ
ク
ト
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た「Jam

f for 

M
ac

」
が
2
0
2
5
年
3
月
か
ら

リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
単

一
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
す
れ

ば
よ
り
シ
ン
プ
ル
に
環
境
構
築
が

可
能
で
す
。

な
お
、「
m
a
c
O
S
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
m
S
C
P
）
」
を

ベ
ー
ス
に
開
発
さ
れ
た
「
ジ
ャ
ム

フ
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
エ
デ
ィ

タ
ー
（J

am
f C
om
pliance 

E
ditor

）
」
も
ジ
ャ
ム
フ
社
は
展

開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
無
料
ア
プ

リ
を
利
用
す
る
と
、
m
S
C
P
で

公
開
さ
れ
て
い
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
準
拠
し
た
独

自
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
G
U
I
で
作
成
可
能
。
そ

れ
を
ジ
ャ
ム
フ
・
プ
ロ
へ
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
れ
ば
簡
単
に
デ
バ
イ
ス

に
適
用
で
き
る
ほ
か
、
ジ
ャ
ム

フ
・
プ
ロ
ま
た
は
ジ
ャ
ム
フ
・
プ

ロ
テ
ク
ト
を
使
っ
て
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
へ
の
準
拠
状
態
を
常
に
監

視
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

心
強
い
販
売
パ
ー
ト
ナ
ー

こ
の
よ
う
に
現
在
は
企
業
に

M
a
c
を
導
入
す
る
う
え
で
必
要

M
D
M
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
が

前
提
で
す
。

多
数
の
対
応
製
品
が
リ
リ
ー
ス

さ
れ
る
中
、
も
っ
と
も
定
評
が
あ

る
の
は
、
ア
ッ
プ
ル
・
フ
ァ
ー
ス

ト
を
掲
げ
、
2
0
0
2
年
創
業
時

か
ら
20
年
以
上
に
渡
り
ア
ッ
プ

ル
製
品
向
け
の
管
理
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
ジ
ャ
ム
フ

社
の
「
ジ
ャ
ム
フ
・
プ
ロ
（Jam

f 

P
ro

）
」
で
す
。
そ
の
大
き
な
特

徴
は
、
構
成
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
（
パ

ス
コ
ー
ド
や
W
i－

F
i
、セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
な
ど
の
各
種
設

定
）
の
作
成
や
配
付
、
ア
プ
リ
の

自
動
イ
ン
ス
ト
ー
ル
や
ラ
イ
セ
ン

ス
管
理
、
デ
バ
イ
ス
へ
の
コ
マ
ン

ド
送
信
（
リ
モ
ー
ト
ロ
ッ
ク
や
ワ

イ
プ
、
パ
ス
コ
ー
ド
消
去
な
ど
）、

デ
バ
イ
ス
情
報
（
O
S
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
の
適
用
状
況
な
ど
）
の
収
集

な
ど
ア
ッ
プ
ル
の
M
D
M
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
に
基
づ
い
た
各
種
機
能

だ
け
で
な
く
、
ジ
ャ
ム
フ
社
独
自

の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
る
便
利

機
能
を
備
え
る
こ
と
。
A
B
M
や

自
動
デ
バ
イ
ス
登
録
、
V
P
P
な

ど
ア
ッ
プ
ル
が
提
供
す
る
最
新
機

能
へ
の
素
早
い
対
応
や
、
ア
ッ
プ

ル
の
最
新
O
S
に
10
年
以
上
連
続

mSCPは、企業のセキュリティガイドラインを
作成するのに役立つオープンソースの取り組
み。アメリカ国立標準技術研究所（NIST）、アメ
リカ航空宇宙局（NASA）、CISベンチマーク
などのフレームワークがGithub上で公開され
ており、IT担当者は独自にカスタマイズして自
社のガイドラインを作成できます。Macに不
慣れなIT担当者でも、セキュリティポリシーに
準拠したうえで安全にMacを導入でき、OS
のバージョンアップ時などにも手間をかけるこ
となく、セキュリティガイドラインを適用し続け
られます。

A https://support.apple.com/ja-jp/
guide/certifications/apc322685bb2/
web

MacはOS・デバイスレベルのセ
キュリティが万全ですが、組織運
用においてはその可視化が欠か
せません。セキュリティポリシー
のベースとなるガイドラインは
Jamf Compliance Editorや
mSCPを利用して作成し、Jamf 
Proで配付。そしてさらにJamf 
Protectを利用すればコンプ
ライアンスの準拠状態の確認
や、macOS内蔵のセキュリティ
フレームワークの可視化なども可
能になります。

A https://trusted.jamf.com/docs/
establishing-compliance-baselines
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M
a
c
管
理
に
お
け
る
悪
循
環

こ
れ
ま
で
日
本
の
多
く
の
企
業

で
M
a
c
の
導
入
が
進
ま
な
か
っ

た
背
景
に
は
、
従
来
の
業
務
用
デ

バ
イ
ス
や
ツ
ー
ル
の
多
く
が
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
P
C
向
け
に
最
適
化
さ

れ
す
ぎ
て
い
た
と
い
う
事
情
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
傾
向
は
大
企

業
ほ
ど
顕
著
で
、
従
業
員
か
ら

の
M
a
c
導
入
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常

に
M
a
c
は
少
数
派
の
ま
ま
。
そ

の
結
果
と
し
て
、
I
T
部
門
も

M
a
c
の
導
入
・
運
用
に
関
す
る

知
見
を
蓄
積
し
づ
ら
く
、
導
入
が

進
ま
な
い
ま
ま
経
験
不
足
が
続
く

〝
悪
循
環
〞に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

同
社
の
製
品
群
を
再
編
し
た
オ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
製
品
「J

am
f for 

M
ac

」
の
提
供
を
2
0
2
5
年
3

月
に
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

の
最
大
の
特
徴
は
、
あ
ら
ゆ
る
規

模
・
業
種
に
お
け
る
ア
ッ
プ
ル
デ

バ
イ
ス
の
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

だ
け
で
な
く
、
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト

の
脅
威
検
知
（
E
D
R
）
や
ク
ラ

ウ
ド
ベ
ー
ス
の
I
D
管
理
、
ゼ
ロ

ト
ラ
ス
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
安

全
な
ア
ク
セ
ス
な
ど
、
現
代
の
企

業
に
求
め
ら
れ
る
最
新
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
要
件
に
も
対
応
し
て
い
る

こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
ジ
ャ
ム
フ
は
大
企
業

向
け
だ
け
で
な
く
、
モ
バ
イ
ル
デ

バ
イ
ス
や
初
等
・
中
等
教
育
機
関

な
ど
目
的
や
業
界
に
特
化
し
た
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
も
展
開
し
て
お

り
、
ア
ッ
プ
ル
製
品
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
組
織
・
団

体
に
と
っ
て
最
適
な
選
択
肢
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
世
界
で

約
7
万
6
0
0
0
社
が
導
入
し
、

3
3
0
0
万
台
以
上
の
ア
ッ
プ
ル

デ
バ
イ
ス
を
管
理
し
て
い
る
ジ
ャ

ム
フ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
詳
し
く
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
企
業
で
把
握
し
き
れ

て
い
な
い
M
a
c
が
業
務
に
使
わ

れ
る「
シ
ャ
ド
ー
I
T
」も
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
リ
ス
ク
を
高
め
る
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
負
の

連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に
は
、
既

存
の
業
務
シ
ス
テ
ム
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ツ
ー
ル
と
も
シ
ー
ム
レ
ス
に

連
携
で
き
る
M
a
c
用
の
管
理
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
す
。

オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
に
進
化

2
0
0
2
年
の
創
業
以
来
、

ア
ッ
プ
ル
製
品
向
け
の
M
D
M

（
モ
バ
イ
ル
デ
バ
イ
ス
管
理
）
を

提
供
し
て
き
た
ジ
ャ
ム
フ
は
、
企

業
が
直
面
す
る
M
a
c
管
理
の
さ

Macのデバイス管理と
セキュリティを統合した
Jamfのソリューション

デバイス管理

安全なアクセス制御

セキュリティ対策

従来のMDM機能に加え、業
務利用に必要なセキュリティ
や既存のサービスとシーム
レスに統合できるのもJamf 
for Macの特徴です。

システム設定などのデバイス構成を構成プロファイルとし
てすぐに配付可能。デバイス条件に合わせてグループ化する
「スマートグループ」にも対応しています。

「Self Service＋」では、組織専用のアプリストアを用意して
業務で利用するソフトや電子書籍、ブックマークなどを掲載
できます。

組織内にあるMacのハード
ウェアやソフトウェア、セキュ
リティ設定などの詳細なイン
ベントリ情報を自動収集でき
るほか、レポート作成や追加
のライセンス情報なども一
元管理できます。

M
a
c
管
理
を
シ
ン
プ
ル
に

Jam
f for M

ac

は
、
企
業
に

お
け
る
M
a
c
の
適
切
な
管
理
と

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
1
つ
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
統
合
し
た
オ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
。

M
a
c
の
登
録
や
ポ
リ
シ
ー
設

定
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
管
理
な
ど
の

M
D
M
機
能
は
「J

am
f P
ro

」

が
担
い
、
デ
バ
イ
ス
の
状
況
監

視
や
脅
威
へ
の
対
応
な
ど
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
は
「J

a
m
f 

P
rotect

」が
提
供
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、ク
ラ
ウ
ド
I
d
P（
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
プ
ロ
バ
イ

ダ
）
と
連
携
し
、
認
証
ユ
ー
ザ
の

み
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
全
に

社
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
は
「J

am
f 

C
onnect

」が
活
用
さ
れ
ま
す
。

Macの 管理と  
セキュリティ強化
を実現できる 

Jamf for Mac

MDMの機能は「Jamf Pro」が担い、業
務に必要なソフトウェアのインストール
やセキュリティ設定などを自動で実行で
きます。これにより、従業員はMacのパッ
ケージを開封するだけですぐに利用を開
始でき、IT担当者はMacに直接触れる
ことなく「ゼロタッチ導入」を実現できま
す。さらに、サードパーティ製ソフトの最
新バージョンの調達・配付の自動化や、企
業独自のアプリストアを提供できる「Self 
Service＋」の機能も備えており、Mac
の導入から運用までを一元管理できます。

●デバイスと設定をスマートに管理 ●組織専用のアプリストアが作れる

macOSに最適化された「Jamf Protect」により、マルウェ
ア対策やUSBメモリ接続制限などのセキュリティ機能が提
供されます。

Webからの脅威も常時保護されているため、従業員はサイ
バー攻撃の脅威を心配せずに作業できます。また、ブロック
の結果はわかりやすく通知されます。

Mac向けのエンドポイントセキュリ
ティ機能「Jamf Protect」では、macOS
に内蔵されたセキュリティフレームワーク
を活用し、マルウェア対策や振る舞い検知、
セキュリティイベントログの収集などによ
る多層的な防御が可能です。さらに、イ
ンターネット経由のコンテンツフィルタリ
ングやデータ通信量のモニタリングによ
り、通信の安全性を可視化することもで
きます。これらのセキュリティ機能により、
従業員はフィッシング詐欺をはじめとす
るさまざまな脅威から保護されます。

●セキュリティの状況を可視化できる ●豊富なコンテンツフィルタリング

MacのログインIDをGoogle WorkspaceやMicrosoft 
Entra ID、OktaなどのIdPと統合することで、アカウント
管理をシンプルにしてセキュリティも強化できます。

Appleデバイスのために設計された次世代VPNでのアク
セスにより、ユーザ体験を維持したままリスクのレベルに応
じて接続を制御できます。

「Jamf Connect」により、Macのアカウ
ント管理や社内ネットワークへのアクセ
スをシンプルに制御できます。具体的に
は、macOSのログイン画面をMicrosoft 
Entra IDやOktaなど主要なクラウドIdP
の認証画面に置き換えたり、メニューバー
からMacのパスワードとクラウドIdPの
パスワードを同期したりできます。さらに、
クラウドIdPとユーザ認証の連携によって、
場所を問わず許可されたIDのみが安全に
アクセスできるゼロトラストネットワーク
環境を構築可能です。

●ログインウインドウを変更できる ●認証されたユーザのみアクセス許可 約20年以上のAppleデバイス管理の実績により、JamfではMac以外にも
iPhoneやiPadなどのモバイルデバイスのほか、Apple WatchやVision Pro、
Apple TVもサポートします。

Jamf for Mac
c Jamf　a 個別見積もり（最小25デバイスから、
年間一括払い）
A https://www.jamf.com/ja/

企業でのMac一括購入の場合は、
「Apple Business Manager」と
Jamf Proと同期することで、デバ
イス登録や初期設定、業務に合わ
せたセットアップなどのキッティン
グ作業を簡略化した「ゼロタッチ導
入」が実現します。

MDM

セキュリティ

既存サービス
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。
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。
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す
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ス
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そ
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イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
は
O
S
に
内

蔵
さ
れ
て
い
る
た
め
追
加
費
用
が

か
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ら
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の
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コ
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ト
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ー
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ス
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成
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I
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ー
ル
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軽
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ア
ッ
プ
ル
純
正
ア
プ
リ
の
ほ
か
、

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
な
ど
普
段
利
用
す
る
ア

プ
リ
で
「
自
然
に
使
え
る
こ
と
」

が
大
き
な
特
徴
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス

文
章
を
推
敲
し
た
り
、
メ
ー
ル
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
通
知
を
要
約
し
た

り
、
メ
モ
か
ら
録
音
し
な
が
ら
文

字
起
こ
し
し
た
り
、
日
々
の
タ
ス

ク
を
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
行
う
た

め
の
手
助
け
を
し
て
く
れ
ま
す
。

A
I
を
利
用
す
る
た
め
に
別
の

ツ
ー
ル
を
起
ち
上
げ
た
り
、
難
し

い
プ
ロ
ン
プ
ト
を
入
力
し
た
り
す

る
こ
と
な
く
、
A
I
の
力
を
業
務

に
ス
ム
ー
ス
に
活
用
で
き
ま
す
。

安
全
な
デ
バ
イ
ス
内
処
理

ア
ッ
プ
ル
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

Macを選ぶ理由 　AI

Apple 
Intelligenceで
さらなる業務の
効率化が図れる。

無料で使えるから
入門用AIツールにもぴったり

Apple Intelligenceは 使
い慣れたアプリからメニュー
操作で簡単に利用できます。
直感的で使いやすく、製品
体験に深く結びついていて、
ユーザが重要と感じることを
パワフルにサポートしてくれ
る。まさにユーザを第一に考
えるAppleらしいアプロー
チです。利用には、macOS 
Sequoia 15.4以降を搭載
した、M1以降のMacが必
要です。

Siriや作文ツールからChatGPTを利用
することも可能です（ChatGPTへのアク
セスは無料で、アカウントの作成も不要）。
ChatGPTのアカウントにサインインせずに
利用する場合は、ユーザのIPアドレスが匿名
化されるほか、OpenAI社はリクエストを保
持したり、AIモデルのトレーニングに使用し
たりしません。

Apple Intelligence自体の利用は制限でき
ませんが、Jamf Proなどの対応MDMを利
用すれば機能ごとにコントロールできます。
A  h t tps : / /www.you tube .com/
watch?v=FAyjJl9S3kI

Apple Intelligenceで現時点で利用可能な主な機能。このほかにも「写真」
アプリで画像から邪魔なオブジェクトを削除したり、「ジェン文字」と呼ばれる
カスタム絵文字を作成することも可能。今後も多くの機能が追加されます。

Apple Intelligenceでできる主なこと

「Jamf for K-12」で教育現場の管理を効率化

z 作文ツール
文章の作成や校正、要約、推敲が行えます（他社製アプリを含め文章
を入力する場面で利用可能）。

z 優先通知
届いた通知の中からユーザにとって緊急度の高いものを要約して表
示してくれます。

z 優先メッセージ
「メール」アプリで緊急メッセージを受信ボックスの上部に表示します。

z スマートリプライ
「メール」や「メッセージ」アプリに届いたメッセージの回答の候補を提
示し、数回クリックするだけで素早く返信メッセージを作成できます。

z 音声の録音と文字起こし
「メモ」アプリなどで録音した内容の自動で文字起こし。要点やタスク
リストの作成などが簡単に行えます。会議の場で大活躍する機能です。

z 画像生成
「Image Playground」アプリを利用して画像を生成。「メッセージ」や
「フリーボード」などでもImage Playgroundを利用できます。

現
場
の
多
様
な
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ズ
に
対
応

企
業
の
M
a
c
導
入
や
管
理
に
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適
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向
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リ
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さ
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M
a
c
版
ジ
ャ
ム
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と
同

様
に
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ッ
プ
ル
製
品
に
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化
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れ
た
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入
と
初
期
設
定
の
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援
、
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ア
な
運
用
管
理
を
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ン

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
実
現
で
き
ま
す
。

ま
た
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
以
外
の

現
場
作
業
な
ど
、
モ
バ
イ
ル
デ
バ

イ
ス
な
ら
で
は
の
利
用
シ
ー
ン
に

も
対
応
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

1
台
の
デ
バ
イ
ス
を
複
数
の
従

業
員
で
利
用
す
る
「
共
有
デ
バ
イ

ス
」
と
し
て
の
運
用
に
も
対
応
し

て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
の
現

場
で
柔
軟
に
活
用
で
き
ま
す
。

iPhone・iPadと
Jamf for 
Mobileで
モバイルDXを 
推進しよう

●Vision ProやApple Watchの管理もできる ●モバイルデバイスのさまざまな脅威に対応

●BYODへの対応で多様な働き方をサポート ●組織のコンプライアンスに合わせて管理できる

Jamfでは、学校教育機関向けのソリューションとして「Jamf for 
K-12」を提供しています。「K-12」は米国における教育用語で、日本で
は小学校から高校までの初等・中等教育機関がこれに該当します。主
にGIGAスクール構想で導入されたiPadの管理やセキュリティ対策、
児童・生徒の学習支援に活用されています。
ITに詳しくない担当者でも扱いやすい設計となっており、複数の学

校や学年にまたがる運用にも柔軟に対応できるのが大きな特徴です。
また、「Apple School Manager」との連携により、年度ごとのクラス
編成の更新もスムースに行えます。さらに、「Jamf Teacher」を活用
することで、教職員が児童・生徒のiPadをリアルタイムで制御し、学
習への集中を促すことも可能です。

「Jamf Compliance 
Editor」の機能で企
業が定めたコンプラ
イアンス要件を管理
者が簡単に設定でき
ます。リスクのある疑
わしい挙動について
はただちに対応し、修
復を試みることが可
能です。

スマートグループ
機能を使った分類
や、グループごとに
最適な構成を柔軟
に適用できるため、
Webフィルタリング
や情報漏洩防止と
いったセキュリティ
設定が、それぞれの
業務に最適な形で
自動で適用されま
す。

「Jam for Mobile」では、iPhoneやiPadをはじめAppleデバイスの一元管理をサポー
ト。2025年7月からはAndroid向けのMDM機能にも対応しています。

個人利用するApple Accountと、
企業の管理対象Apple Account
の領域を分離することで、BYOD
（Bring Your Own Device）利
用においても業務で利用するデー
タやアプリなどの情報を安全に管
理できます。

学校教育で利用するAppleデバイスの管理やセキュリティ対策、授業に役立つ教
材やアプリの配付などに利用できます。
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